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・東京学芸大学中学校教員養成課程国語科卒業
・一般企業勤務後結婚、出産を経て専業主婦に

・2011年 埼玉県に奉職（所沢北高等学校）
・2016年 JICA教師海外研修でタイに派遣
・2017年 SDGｓにまつわる実践がメディア掲載
・2020年 川越初雁高等学校

一般社団法人HASSYADAI SOCIAL理事就任
・2021年 進路指導主事・総探検討委員長
・2022年 日本DX大賞官民連携部門 大賞受賞

埼玉県教育委員会表彰（優秀な教職員表彰）受賞
・2023年 埼玉県教育局県立学校部高校教育指導課指導主事

教育課程（探究）→キャリア教育
国語・書道・図書館

・2025年 現職

上田祥子（うえだ さちこ）
Social Learning Architect
（社会的学びの設計士）

明蓬館高等学校・
アットマーク国際高等学校理事長特別顧問
一般社団法人 HASSADAI SOCIAL 理事

共創・共贈の学びの社会実装
DivideからDialogueへ ２



・デジタル・AI活用の現在地

・実践例（アナログ→デジタル→AI）

・現場からの示唆
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・デジタル・AI活用の現在地

・実践例（アナログ→デジタル→AI）

・現場からの示唆
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デジタル庁・総務省・文部科学省・経済産業省「教育DXロードマップ」令和7年6月13日
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デジタル庁・総務省・文部科学省・経済産業省「教育DXロードマップ」令和7年6月13日 ６



学校現場で起きている分断

使う人 vs 使わない人
得意な人 vs 苦手な人

分断① 活用格差

分断② 目的のずれ

分断③ AIの認識差

効率化・時短 vs 思考・対話の深化

使うべき vs 危険

デジタル活用とAI活用の違い（私見）

子供たちの未来に資するデジタル、そしてAIの活用とは？

AIの登場による
分断の深化

ChatGPT作成

７



・デジタル・AI活用の現在地

・実践例（アナログ→デジタル→AI）

・現場からの示唆
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実践例

9

×
・具体＝例示、体感、共感
・抽象＝概念化、整理、構造化言葉の数＝世界を捉える解像度を決める

◆私が大切にしている「言葉の力」

関数

◆「言葉の力」育成のための実践 ＝言語化と対話と祝福のプラクティス

具体と抽象の往還力
〜思考のエンジン〜

語彙力
〜思考の素材〜

②pitchトーク
～言語化と対話のアクティビティ～

①ワードハント
〜言葉との偶然の出会いを祝福する〜

※関数…語彙力と具体⇄抽象の往還力がそろってはじめて、意味や理解が成立する関係であるという意。
どちらか一方では不十分であり、両者を往還的に育てることが「言葉の力」の中核となる。

【高次の資質能力的に言語化】
意味は、具体と抽象の階層を往還する中で言葉
によって構築され、語彙によって分節・精緻化
される構造をもつ。このとき、往還と語彙は相
互に制約しつつ、意味理解を発展させる。

９



実践例

◆「言葉の力」育成のための実践 ＝言語化と対話と祝福のプラクティス

②pitchトーク
～言語化と対話のアクティビティ～

①ワードハント
〜言葉との偶然の出会いを祝福する〜

辞書を「調べる道具」から「言葉と出会う場」へと転換し、偶然の出会いを起点に、自分の関心や問いを芽吹かせる
言語活動。
分からなくてもいい、調べなくてもいい。ただ出会い、ひっかかり、言葉を拾う。その小さな出会いの蓄積が、やが
て「自分は何に反応する人間なのか」という問いを生み、思考と対話の起点となる。
⇨「言葉との偶然の出会いを、深い学びの起点にする実践」

90秒の語り（pitch）と対話（トーク）の往還によって、思考を言葉にし、他者との関係の中で深めていく実践型
の言語活動。
短く語るために深く考え、語った言葉を他者との対話で編み直す。その往還の中で、「自分は何を考え、何を大切
にしているのか」が立ち上がり、自分らしさを創り紡ぐ力が育まれる。
→「言語化と対話によって自己を編みなおし、包摂的に社会と接続していく実践」

読む・書く 小・中・（高）

話す・聞く （小）・中・高

・「主体的・対話的で深い学び」の実装
・多様性の包摂
・実現可能性の確保
→多様な子供たちの「深い学び」を確かなものに
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実践例

◆ワードハント【入力（出会い）の設計】
理念（WHY） 方法（H0W）

・辞書（等）
＝調べる→出会うツールへ

・偶然の出会い
＝セレンディピティの祝福

・なんとなく気になる
＝探究心のめばえ

①辞書（等）を開く
②言葉に出会う
③付箋に言葉と日付を書い
て該当ページに貼る

④出会った言葉を通しての
対話と祝福

◆プロセスノート【処理（意味化）の設計】

・出会った言葉の可視化
と蓄積

・プロセスからの気づきの
言語化

・プロセスの見取りと評価

①付箋をノートに移して可視化
②お気に入りの言葉を選ぶ
③なぜ惹かれたを言語化
④他者との共有・対話

言葉との偶然の出会いを、主体的な学びへいざなう仕組み

理念（WHY） 方法（H0W）

①ワードハント
〜言葉との偶然の出会いを祝福する〜

効果（VALUE)

〇認知面
・語彙力の自然な拡張
・概念理解の深化
・具体と抽象の往還力

〇メタ認知と内省
・自分の関心・価値観への気づき
・思考プロセスの可視化

〇非認知能力
・主体性
・自己効力感／肯定感
・対話力

→思考･内省･主体性の総合的成長
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実践例（アナログ→デジタル→AI）
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◆ワードハントとは【入力（出会い）の設計】

◆プロセスノートとは【処理（意味化）の設計】

①辞書（等）を開く
②言葉に出会う 出会った言葉を通しての対話と祝福

③付箋に言葉と日付を書
いて該当ページに貼る

ノートに移して可視化（出会った言葉のアルバム） お気に入りの言葉を選び、なぜ惹かれたを言語化
→対話へ

出会った言葉の蓄積
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実践例（アナログ→デジタル→AI）
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デジタル
AI

・出会った言葉と意味をフォームで提出

⇨個人の偶然の出会いが蓄積され、クラ

ス全体の「素敵な言葉一覧」が生まれる

・ノートの振り返り部分をPadlet等で共

有し対話する

⇨言葉の意味が他者との対話の中で再構

築され、言葉への興味関心が深まる

・ノートをスクショして提出

⇨思考のプロセスが可視化され、プロセ

ス評価の質が向上する

・語源・文脈拡張

出会った言葉をAIに入力して問う（例：語源、歴史、他分野での使

われ方）

⇨一語から世界が広がる体験。偶然の出会いが、構造的な

理解へと深まる。

・AIによる「らしさ」分析

蓄積した言葉群をAIが分析（関心・価値観の傾向を可視化）

⇨自己理解のメタ認知化・キャリア形成

・オリジナル辞書の生成

出会った言葉をAIに再提示させ、意味や用例を整理する

⇨出会った言葉が蓄積され、「自分だけの言葉辞典」が形

成される。「偶然の出会い」が「語彙」として定着する。

デジタル化によって、「個人の出会い」は
「共有され、対話され、評価される学び」へと変わる

AIは、言葉との偶然の出会いを、拡張し、可視化し、
再構築することで、「自分らしさを創り紡ぐ学び」
を加速させる。 13



実践例

◆「言葉の力」育成のための実践 ＝言語化と対話と祝福のプラクティス

②pitchトーク
～言語化と対話のアクティビティ～

①ワードハント
〜言葉との偶然の出会いを祝福する〜

辞書を「調べる道具」から「言葉と出会う場」へと転換し、偶然の出会いを起点に、自分の関心や問いを芽吹かせる
言語活動。
分からなくてもいい、調べなくてもいい。ただ出会い、ひっかかり、言葉を拾う。その小さな出会いの蓄積が、やが
て「自分は何に反応する人間なのか」という問いを生み、思考と対話の起点となる。
⇨「言葉との偶然の出会いを、深い学びの起点にする実践」

90秒の語り（pitch）と対話（トーク）の往還によって、思考を言葉にし、他者との関係の中で深めていく実践型
の言語活動。
短く語るために深く考え、語った言葉を他者との対話で編み直す。その往還の中で、「自分は何を考え、何を大切
にしているのか」が立ち上がり、自分らしさを創り紡ぐ力が育まれる。
→「言語化と対話によって自己を編みなおし、包摂的に社会と接続していく実践」

読む・書く 小・中・（高）

話す・聞く （小）・中・高

・「主体的・対話的で深い学び」の実装
・多様性の包摂
・実現可能性の確保
→多様な子供たちの「深い学び」を確かなものに
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実践例

◆pitchトークの設計

理念（WHY） 方法（HOW）

・言葉は「内面」から

「他者」へ向かうこと

で意味を持つ

・「話す力」は技術では

なく場数と関係性（対話）

の中で育つ

・共感を土壌とした対話

による思考の深化

①テーマに基づき90秒でピッチを構成する

②具体（体験）と抽象（意味）を往還し、

パワーワード・プレゼントを意識して語る

③少人数でピッチを共有する

④共感＋問いによる対話（トーク）を行う

⑤対話を踏まえ、再構成してファイナルピ

ッチ

内なる言葉を、関係を生む対話へと転換する仕組み

②pitchトーク
～言語化と対話のアクティビティ～

効果（VALUE)
〇言語化力
・話す経験と表現力の向上
・具体と抽象の往還力
・話そうとすることによる語彙力
拡張

〇対話による内省等
・自分の関心・価値観への気づき
・他者理解と共感力の向上

〇社会性の向上
・意見の違いの調整等
・合意形成力
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各校での実践例

埼玉県教育委員会
都立南多摩中等教育学校 明蓬館高等学校（博多SNEC）

都立桜修館中等教育学校
16



米子北高等学校（鳥取）
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実践例（アナログ→デジタル→AI）

デジタル

・全員同時ピッチ空間（メタバース含む）
空間・時間の制約を超えた同時的な発表
交流
⇨全員が語る言語活動の実現
／多様な他者と出会う包摂的な学び

・スライド1枚ピッチ共有
情報の圧縮・一覧化・即時共有
⇨他者の視点との比較による学びの深化

・録画・蓄積・共有
語りの記録・再生・校内外での共有
⇨振り返りの高度化／学びの履歴の蓄積／学校知の資産

・AIによる改善への違和感の可視化
AIの提案と自分の表現との差異の顕在化
⇨最適解と自己表現の分離認識／「私はこれを
選ばない」という主体的判断の形成

・AIによる多様視点提示
異なる立場・前提からの見方の生成（例：「別の立場

なら？」）

⇨視点の拡張／多角的思考の促進

・グループpitchトークの対話の記録・分析
対話内容の構造化・傾向の可視化（発話・問
い・応答）
⇨対話の質の自覚化／思考と対話のプロセスの
言語化

デジタル化は、語る活動を「その場限り」から、
記録され、共有され、振り返られる学びへと拡張する。

AIは、言語活動を「表現する場」から
「思考を再生成・再構築する場」へと転換する。

AI

（例）Book Pitch 90
読書体験を90秒の動画で
語り、全国の学校とつな
がり共有する言語活動

18



・デジタル・AI活用の現在地

・実践例（アナログ→デジタル→AI）

・現場からの示唆
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学校現場で起きている分断

使う人 vs 使わない人
得意な人 vs 苦手な人

分断① 活用格差

分断② 目的のずれ

分断③ AIの認識差

効率化・時短 vs 思考・対話の深化

使うべき vs 危険

デジタル活用とAI活用の違い（私見）

子供たちの未来に資するデジタル、そしてAIの活用とは？

AIの登場による
分断の深化

ChatGPT作成
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ｃｆｆｆ
デジタル化が進むからこそ改めて

「何のために言葉を学ぶのか」の目線を合わせたい

示唆１ 目標の再設定 示唆２ 教科特性の明確化

・国語：国語で的確に理解し効果的に表現する
・地歴公民：平和で民主的な国家及び社会の有意な形成者

国語科に「社会と関わる言葉の力」
という上位目標が内包されると良い

小説（羅生門）で何を学ぶか
（抽象・教科の本質）

デジタル
学習過程を可視化し、共有（加速）

ＡＩ
言語活動を相対化・再構成（問い直し）

手段ではなく「本質的な学びを支える位置」に

教科の目的が明確になると、よりデジタル・AIは「学びを深める力」になる

現状

小説（羅生門）を学ぶ （具体・単元化しがち）

現状

－教科の本質に立ち返ったデジタル・AI活用へ－
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文部科学省『高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説』地理歴史編・公民編
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文部科学省『高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説』国語編
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